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谷口 亜紀子* 

 

Exploring career impediments for female Technical College graduates in 

technical professions 
 

TANIGUCHI Akiko 
 

Female students of the college to train engineers often quit their jobs after they entered technical vocational areas. This 
phenomenon is a social loss, and it is not an exception at the National Institute of Technology, Tsuyama College, either. The 
key to solving this problem is to provide a role model. This research test this hypothesis. 
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１．はじめに 
 
 近年、技術系教育の現場において、喫緊の課題の

一つとして浮上しているのが、女子学生に対するキ

ャリア教育の再構成である。技術系女子学生は卒業

後、専門職に就いたとしても、比較的短期間で就労

継続を断念するケースが半数以上にのぼることが

知られており、いわば社会的な損失１）2）となってい

る。筆者が技術職員として勤務する津山工業高等専

門学校（以下、津山高専）もそれらの問題の例外で

はなく、女子学生・卒業生の中には工業高等専門学

校（以下、高専）を優秀な成績で卒業し、希望する

技術系専門職に就きながら、短期間で離職に至る事

例がみられ、また就職に至る過程で技術系専門職へ

の就労意欲を十分に獲得できない学生が少なくな

いことが観察されている。その背景にはなにがあり、

教育現場ではなにがなされるべきであろうか。 
 

２．研究目的 
 

少なくない女子高専卒業者が技術系専門職での

就労を継続できないことの背景にある要因はさま

ざまに想定できる。そのうち、本稿では、特に女性

技術者のロールモデルの供給が十分におこなわれ

ていないこと、すなわち、男性と比較して、女性が

技術系専門職への展望をもてず、キャリアの見通し

を立てることができないことに焦点をあてた。そこ

に注目し、卒業生からの具体的な聞き取り調査を 
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実施することでその様相を明らかにすることは、限

定的であれ、技術者教育・キャリア教育実践の指針

をあたえると期待される。 

 

３．技術系女子学生のロールモデル不在  
  
 技術系教育現場において、学生全体に対するキャ

リア教育が実施されるようになって久しい。しかし、

日本社会に強固に残るジェンダー差までを視野に

いれたキャリア教育が行われているケースは、キャ

リア教育に従事する教職員の大多数が男性である

という事情が作用しているためか、少ない。その点

の反省から、女子学生に対するキャリア教育の再構

成が必要であると考えられている。しかし、高専の

多くが位置している非都市部で就学する女子学生

にとっては、最も身近なロールモデルである母親の

属性や、男性教員が多数を占める学習環境が一つの

桎梏となっている。つまり、家族や教職員をキャリ

ア教育の具体的な参照事例とすることができず、技

術系男子学生と対照的な状況におかれている。 
 津山高専においても、将来設計ができないために

学習のモチベーションが下がるケースや、在学時の

成績が優秀でありながらも技術系就労への意欲に

繋がらない学生が少なくない。また女子学生の一部

には「女性は結婚するまで仕事をすればよい」とい

ったような旧世代の固定概念（偏見）が浸透してお

り、こうした固定概念は自身も主要なライフイベン

ト経過後は離職した方が良いという漠然とした考

えにも繋がっている。この傾向は比較的非都市部出

身の学生に強いと思われる。 
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４．津山高専の女子学生キャリア教育事例 

 
 2019 年 11 月現在、津山高専の全学生に占める女

子比率は 16%であり、座学や実験・演習等で学生に

かかわる教員および技術職員 75 名のうち女性数は

8 名である。また男性教職員高専 OB は 17 名である

のに対し、女子学生にとって最も身近なロールモデ

ルとなりうる女性教職員高専 OG は 3 名にとどま

る。上述のように、こうした教職員のジェンダーの

偏りは教育過程で出会う、ロールモデル候補が極端

に限られていることを意味する。 
 そこで津山高専では 2011 年度に「TKJ（津山高専

女子）ぷろじぇくと」が開始された。このプロジェ

クトは、女子学生が在学中にどう過ごすかを考える

ための支援、快適かつ安心・安全に修学できる環境

を整備するための支援、技術者としてのキャリア教

育支援・進路支援を目的としている。具体的には、

高専女子フォーラム等へ女子学生を派遣し他高専

生と交流を図る機会をつくること、技術士会と連係

して女性技術士の講演会を通じ技術者としてのロ

ールモデルを参照する機会をもたせること、卒業生

を招いて就職・進学講演会や座談会を開催すること

で技術者として働くことの意識化や相談機会を提

供すること、女性技術者が活躍している企業へ訪問

し職業生活のイメージを持たせるといったような

活動が行われてきた。「TKJ ぷろじぇくと」は 2019
年度より男女共同参画推進委員会へ吸収されたも

のの、これらの活動は継続している。 
 女子学生の最も身近な潜在的ロールモデルであ

る母親世代においては、現在も男女の性別役割意識

が明確であり、結婚や出産を機に離職する人が多か

った世代に該当する。「TKJ ぷろじぇくと」を通じ

て、新たなロールモデル像を獲得する機会を増やし

たことにより、技術系専門職への就労に対する意識

の変化が期待された。しかし、女子学生からの事後

の聞き取りからは、技術系専門職への就労および就

労継続を自分のことと捉えていないものも少なく

なかった。「働きたくない」「専業主婦になりたい」

などそもそも就労意欲がないケース、「専門職に就

きたくない」など技術系専門職への就労を希望しな

いケース、「結婚したら仕事を辞めたい」「出産した

ら仕事を辞めたい」など主要なライフイベントによ

る離職を就学中から想定するケース、「地元から出

たくない」など何らかの理由で地元に残る必要があ

り技術系専門職への就労をあきらめるケース、「将

来のことは考えたくない」など将来から目を背けて

いるケースがみられた。成績優秀な男子学生の場合、

一般的には、就労意欲も高くスムーズに職業生活へ

移行するが、前述したように女子学生の就労意欲と

成績とのあいだには関係がみられないことも多く、

この点のジェンダー差が明確である。 
 

５．調査の方針 
 
 女子高専卒業者にとっての高専教育の位置を読

み取るために、女子学生のキャリア形成・キャリア

構想上のつまずきの事例、技術系専門職としてのロ

ールモデル獲得の成功・失敗事例を個別に収集、分

析が可能になるとかんがえられる。調査を進めるに

あたり手順や方法を確立し、調査対象者を抽出した。 
 

５．１ 調査方法 
 本研究に必要なデータを収集するためには、多く

のライフイベントを経た卒業生との対話・質的な研

究アプローチをとる必要があった。それに加えてラ

イフコースの形成過程とそれに対する主観的な思

いを聞き取る必要があった。研究の性質から聞き取

り調査を採用したが、人的・時間的コストが非常に

高く、本来であれば小規模な研究体制で取り組むも

のではない。しかし今回は試行として一人で実施し、

少しでも調査の成果を蓄積することを目指した。 
 

５．２ 調査対象 
 調査にあたり調査対象者を「30 代後半以上」の

「津山高専の女性卒業者」に設定した。 
女性のライフコースは結婚、出産、介護、離婚な

どライフイベントの影響を受けやすいことが挙げ

られるため、主要なライフイベントを経たと考えら

れる 30 代後半以上の女性を対象とした。また立地、

学科、男女比、学校の進路傾向など高専の多様性を

考慮し、津山高専の女性卒業者に限定した。 
また聞き取り調査は一度に大量の調査を行うこ

とが困難であるため、現在の立場が正社員、パート

勤務、専業主婦などいろいろなケースの卒業生デー

タを収集できるように調査対象者を選出した。 
 

５．３ 調査手順 
 インタビューによる聞き取り調査を実施するに

あたり、まず具体的な問いを作成した。その後、聞

き取り調査においてその問いに対するデータを収

集し、すべての調査対象者データが揃った段階で分

析を行った。具体的な問いの一部を以下に示す。す

べての問は高専教育を受けた人の卒業後のライフ

コースに関するものである。 

・高専卒業後どのような職に就いたか 

・どのような家庭生活を送ってきているか 

・どのような社会生活を送ってきているか 

・どのようにして人生を閉じつつあるか 

・自分自身のたどってきたライフコースをどの
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ように評価しているか 

・自身のライフコースにおける高専教育の位置

をどのように評価しているか 

・高専は社会的にどのように評価できるとおも

うか 

 
５．４ 調査を行う際の問題と解決 

 本研究がめざすような聞き取り調査においては、

初対面の調査対象者と一対一で、個人の背景にまで

踏み込む人格的な対話にいたらざるをえない。また

本調査は、卒業生講演や企業訪問のようなイベント

に協力的な、各界で活躍する卒業者に注目するもの

ではなく、女子卒業者の全体像の把握をめざすもの

であるため、調査への協力者をみつけ、上記インタ

ビューの承諾をえることが困難であった。 
 この問題をクリアするために、調査依頼の段階で、

調査者が調査対象者と同じ津山高専卒業者である

と伝え、さらに調査者と繋がる人的ネットワークを

辿って依頼した。それにより調査者が調査対象者と

同じ立場にあることを相互に認識しているピア調

査となった。したがって、第三者的な聞き取りでは

なく、同じ位置にある高専卒業者の一人としてイン

タビューを実施する共感的聞き取りを志向した。そ

のため通常第三者に対し詳細に語ることはないに

もかかわらず、ライフコース／キャリア形成に決定

的に影響することも少なくない家庭状況などにつ

いて、インタビューすることもできた。 
 

６．2017 年度の聞き取り調査 
 
 本研究では 2 年度にわたり調査を実施した。まず

初年度となる 2017 年度は、津山高専女性卒業者 10
名に対して、ライフコースの形成過程とそれに対す

る主観的な思いに関する聞き取り調査を実施した。 
 

６．１ 調査対象者 
 2017 年度の調査では表 1 に示すような 10 名の協

力が得られた。 
 

表 1  2017 年度の調査協力者 

（年代、卒業学科、現職） 

 年代 卒業学科 現職 
1 40 代 機械工学科 技術補佐員 
2 30 代 情報工学科 事務 
3 40 代 情報工学科 事務 
4 40 代 情報工学科 図書館司書 
5 40 代 機械工学科 施設整備 

（製薬工場） 
6 30 代 情報工学科 生産技術 

（電機メーカー） 
7 30 代 電子制御 

工学科 
事務 

8 30 代 情報工学科 飲食業 
9 30 代 電気工学科 専業主婦 
10 50 代 機械工学科 設計 

（自動車メーカー） 
 

６．２ 就業継続状況とキャリア形成 
 結婚しながら就業継続している女性の配偶者が

もつ属性として、女性が働くことへの肯定的理解が

あることがわかった。また子どもを持ちながら就労

継続している女性は、配偶者や親族など育児資源を

十分に確保し、協力をえていることが観察された。 
 

６．３ 技術系専門職への就労 
 調査対象者 10 名のうち長期的に正規職について

いるのは 6 名であり、その就労意欲が高かったが、

正規の技術系専門職への就労は 10 名中 3 名にとど

まる。このうち 2 名は初職を継続している。 
 

７．2019 年度の聞き取り調査 
 
 2017 年度の聞き取り調査において、技術系専門

職での就労を継続している例は半数以下であった

ものの、技術職現場におけるキャリア形成上の特徴

を何点か仮説的に抽出できた。 
 2 年目となる 2019 年度は同じ問いを使用した聞

き取り調査を継続し、2017 年度の聞き取りの確度

をあげることを目指した。 
 

７．１ 調査対象者 
 2019 年度の調査には表 2 に示すような 10 名の協

力が得られた。 
 

表 2  2019 年度の調査協力者 

（年代、卒業学科、現職） 

 年代 卒業学科 現職 
1 30 代 情報工学科 医療事務 
2 30 代 情報工学科 SE 
3 40 代 情報工学科 看護師 
4 30 代 情報工学科 SE 
5 40 代 情報工学科 品質管理 
6 40 代 情報工学科 IT 保守 

（電機メーカー） 
7 40 代 情報工学科 WEB デザイナ 
8 30 代 電子制御 

工学科 
専業主婦 

9 40 代 電気工学科 トナー製造 
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10 40 代 情報工学科 プリンタ開発 
（外資系、 

IT メーカー） 
 

７．２ 就業継続状況とキャリア形成 
 結婚しながら就業継続している女性の配偶者が

もつ属性として、2017 年度の調査に引き続き女性

が働くことへの肯定的態度があることがわかった。

また子どもを持ちながら就労継続している女性は、

2017 年度の調査に引き続き配偶者や親族など育児

資源を確保し、協力を得ていた。 
 

７．３ 技術系専門職への就労 
 調査対象者 10 名のうち長期的な正規職は 8 名で

あり 2017 年度と比較しても増え、就労意欲が高か

った。しかし、正規の技術系専門職への就労は 10 名

中 5 名と半数であった。このうち 4 名は初職を継続

している。 
 

８．考察 
 

８．１ 就労が継続可能な背景 
 結婚しながら就業を継続している女性の配偶者

がもつ属性としては、女性が働くことに対して肯定

的に理解していることがあると確認できる。これは、

高専卒業者の配偶者には、同じ会社・同業者や学生

時代からの付き合いのあった相手が選択されてい

るケースが多く、高専を卒業して就職する女性のキ

ャリアに対する想いや背景、労働環境を理解してい

ることが背景にあると考えられる。キャリアの継続

に対して配偶者の理解が得られなかったという理

由で離婚を選択している被調査者もいたが、その背

景にはアイデンティティとしての仕事を奪われた

くないという意志があったようである。 
また子どもを持ちながら就労継続している女性

は自ら積極的に育児資源の確保に努めているが、現

在は彼女たちを取り巻く社会環境も変化している。

企業の制度として子どもの体調や都合を優先でき

るなど、子を持つ女性が働きやすい環境になりつつ

あり、その状況は短期間で変化していくと思われる。 
 

８．２ 技術系専門職への就労阻害要因 
長期的な正規職についている被調査者の多くは

就労意欲は高かったが、正規技術系専門職に就いて

いる被調査者は半数以下であった。これには外的要

因と内的要因が観察された。 
 男性が育児休暇を取得しづらい、子どもの預け先

がないなど育児資源が確保できないことや、仕事内

容や時間を考慮してもらえない、子どもの急病時で

も男性は帰りにくいなど企業の理解が得られない

ことが外的要因に挙げられる。特に日本の企業は世

界的に見て男性の育児に対する偏見が多く、外資系

企業では当たり前となっている男性の育児参加が

できていない。女性管理職が少ないのも異質である。

このような女性の専門職での就労を不可能にする

社会環境は、キャリア教育では対応不可能な問題で

あるが、そうした構造に関する知識をキャリア教育

の一環として伝えることはできるだろう。 
 また内的要因として「結婚したら仕事を辞めるべ

き」「出産したら自分で子どもを育てるべき」のよ

うな被調査者個人と周囲の家族に内面化されたジ

ェンダー意識（性別役割意識）が挙げられる。今回

の調査では、被調査者自身の幼少期の母親の在り方

が一つのカギになっているように感じられた。母親

の仕事の有無と被調査者の就労状況に明らかな関

係は見られなかったが、そのどちらの場合にも職業

生活、家庭生活のイメージに大きな影響を与えてい

る。 
 母親の影響を大きく受けていたと見られる 2019
年度の調査では、被調査者 10 名のうち専業主婦に

育てられた子は 2 名おり、母親を反面教師に「自分

は手に職をつけたい」と技術者として就労を継続し

ているケースと、今現在はフルタイムで働いていて

子どもと過ごす時間が短いことを苦悩しているケ

ースがあった。後者は自身の母親は学校から帰宅し

た際に家に居てくれたが、自分は居てあげられない

ことや、毎日手作りのおいしいご飯を作ってあげら

れないことにジレンマを感じている。そのせいで子

どもが荒れたり、成績が悪かったりすると自分のせ

いだと思い込んでしまい、「母親はこうであるべき」

という偏見で自身が苦しんでしまっていた。 
一方、働く母親に育てられた被調査者は 8 名おり、

専業主婦を選択するケースと、キャリアを継続する

ケースに分かれた。前者は自身の幼少期に母親が家

に居てくれないことで淋しい想いやつらい想いを

したため、自分は家に居てあげたいと専業主婦を選

択している。後者は自身の幼少期に母親が家に居な

くても、働いている背中を見て育ち、自分も働きな

がら子育てをしたいと就労を継続している。今は子

どもに淋しい想いをさせたとしても、自分のように

いつかわかってくれると信じている被調査者もい

た。 
また幼少期から「ずっと地元に居なさい」と刷り

込まれて育ち、県外に進学したものの地元へ戻り結

婚・出産した被調査者や、結婚のために離職した被

調査者もいた。これらのケースは卒業生個人に内面

化されたジェンダー意識（性別役割意識）や偏見の

刷り込みが大きく影響していると思われる。このよ

うな内的要因への対処がキャリア教育の中心的課

題であろう。 
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８．３ ロールモデルの在り方 
2017 年度および 2019 年度に実施した調査で同じ

質問をしたが、ここでは回答がより顕著であった

2019 年度の調査結果を取り上げる。 
2019 年度の被調査者 10 名に対し、「ロールモデ

ルはいたか」と質問したところ、10 名中 6 名が「い

た」と答えたが、ロールモデルは「母親」と答えた

被調査者は一人もいなかった。少数ではあるが、「こ

うはなりたくないという反面教師であった」という

意見があった。この結果より技術系専門職へ就く女

子学生にとって、母親はキャリアの参照事例になら

ないことを示している。 
6 名が挙げたロールモデルは、少し年上で仕事も

PTA も楽しそうに頑張っている「ママ友」、モダン

ガールで英語を話し海外志向の影響を受けた「祖

母」、テキパキしていて憧れがあった「学生時代の

先輩」（2 名）、女性も平等に働いて対価を得ろとい

う教えや同じ技術者として尊敬できる「父親」（3 名）

であった。このことから彼女たちにとってのロール

モデルには性別は関係なく、自分と同じような職に

就いた近しい存在であることがみられた。 
 

８．４ 津山高専での満足度 
 正規技術系専門職への就労者数は少ないものの、

津山高専での被教育経験やライフコースにおける

意義に対して、当事者としての満足度は高いことが

わかった。これは教職員との距離が近く密な関係が

築けることや、自律しコントロールすることで得ら

れる学生生活の自由度の高さ、高校とは違い 1～5
年生までが在籍する課外活動経験が理由である。 
 このことから津山高専のもつ機能として、「技術

系専門職」の教育機能だけではなく、カリキュラム

外教育を含めた教養教育機能が大きい役割を果た

している可能性が考えられる。これは高専教育一般

に見られる特徴なのかもしれないが、津山高専に特

有という可能性もある。 
 

８．今後に向けて 
 
 今後はこうした聞き取り調査の蓄積を積み上げ

て、長期的・継続的に調査を行う必要がある。社会

状況の変化にともなって、そこからあらわれてくる

キャリア教育上の課題は変化していくであろうし、

本調査で垣間見られた卒業者のありようはより精

緻に理解できるようになるであろう。 
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